
海
苔
は
中
国
か
ら
日
本
へ
。
そ
し
て
朝
廷
へ
の

租
税
品
目
に

飛
鳥
奈
良
時
代（
六
世
紀-

中
〜
七
世
紀
後
半
）

に
海
苔
は
中
国
（
唐
の
時
代
）
か
ら
伝
わ
っ
た
。

大
宝
元
年
（
西
暦
七
〇
一
）
に
日
本
初
の
法
律

書
と
い
わ
れ
る
大
宝
律
令
が
編
纂
さ
れ
、
租
税

品
目
に
二
十
九
種
の
海
産
物
中
、
紫
菜
（
奈
良

時
代
『
紫
菜
』
を
ム
ラ
サ
キ
ノ
リ
と
読
ん
で
い

る
）
を
は
じ
め
と
す
る
八
種
の
海
藻
が
正
税
の

代
わ
り
に
納
付
で
き
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
海
苔
は
日
本
各
地
で
既
に
生
産

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

江
戸
の
名
産
品
「
浅
草
海
苔
」
の
誕
生

江
戸
開
府
以
前
の
天
正
（
一
五
七
三
〜
九
二
）

の
頃
ま
で
は
浅
草
周
辺
に
も
海
苔
が
自
生
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
江
戸
地
拡
張
で
浅
草
の
海

岸
線
も
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
海
苔
の
自
生
地
は

減
少
す
る
。
そ
の
頃
に
海
苔
の
養
殖
技
術
が
考

案
さ
れ
、
江
戸
湾
内
の
穏
や
か
な
海
流
を
利
用

し
た
葛
西
や
品
川
、
大
森
近
辺
で
養
殖
に
よ
る

海
苔
が
浅
草
へ
と
運
ば
れ
加
工
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
養
殖
技
術
と
い
っ
て
も
、
海
水
に
浮

遊
す
る
海
苔
の
胞
子
が
海
岸
の
岩
場
に
付
着
し

て
夏
を
過
ご
し
秋
口
に
は
海
苔
芽
に
成
長
す
る

も
の
と
の
考
え
か
ら
、
海
中
に
網
や
ひ
び
（
枝

付
き
の
竹
や
粗
朶
類
）
を
建
て
込
み
、
そ
こ
に

海
苔
芽
が
自
然
に
付
着
し
成
長
す
る
の
を
待
ち

手
摘
み
す
る
と
い
う
、
自
生
と
養
殖
の
中
間
的

な
方
法
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
江
戸
の
繁
栄
と
人
口
の
増
加
に
と

も
な
い
海
苔
の
需
要
は
増
し
、
海
苔
は
「
浅
草

海
苔
」
の
名
で
市
中
に
出
回
る
こ
と
に
な
る
。

浅
草
に
は
海
苔
問
屋
が
軒
を
並
べ
浅
草
寺
雷
門

の
市
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
に
は
、

浅
草
紙
（
使
用
済
み
の
紙
を
再
度
漉
き
直
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再
生
紙
）
の
紙
漉
法
を
真
似

た
、
現
在
と
同
様
な
四
角
い
板
状
の
海
苔
が
開

発
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
海
苔
巻
き
が
江
戸

人
に
流
行
り
屋
台
で
も
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
さ
に
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
感
覚
で
食
べ

ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

や
が
て
「
浅
草
海
苔
」
は
江
戸
を
代
表
す
る
味

覚
と
な
り
京
都
宮
中
に
も
献
上
さ
れ
、
天
保
の

頃
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
に
は
江
戸
の
名

産
品
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
乾
海
苔
の
大
き
さ
の
規
格

は
昭
和
四
十
年
代
に
、
縦
21
cm
Ｘ
横
19
cm
の
寸

法
で
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
。

そ
し
て
「
乾
海
苔
」
は
、
日
本
食
の
定
番
に
ま

で
普
及
す
る

戦
後
ま
で
海
苔
の
生
態
は
不
明
の
ま
ま
江
戸

時
代
以
来
の
半
養
殖
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、

昭
和
二
十
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
海
藻
学
者
キ
ャ

ス
リ
ー
ン
・
メ
ア
リ
ー
・
ド
ゥ
ル
ー
・
ベ
ー
カ

ー
女
史
に
よ
り
、
海
苔
の
胞
子
は
春
先
か
ら
秋

口
ま
で
貝
殻
の
中
に
潜
り
込
み
黒
い
糸
の
よ
う

な
状
態
（
糸
状
体
）
で
成
長
し
、
秋
口
に
貝
殻

か
ら
飛
び
出
し
て
海
中
を
浮
遊
す
る
と
い
う
海

苔
の
生
活
史
が
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
発
見
に
よ
り
海
苔
の
果
胞
子
を
人
工
的

に
貝
殻
に
潜
ら
せ
て
育
て
る
「
人
工
採
苗
」
と

い
う
方
法
が
確
立
し
、
不
確
実
な
今
迄
の
天
然

採
苗
か
ら
人
工
採
苗
の
実
用
化
へ
と
発
展
。
海

苔
養
殖
技
術
に
革
命
的
な
進
歩
と
発
展
を
も
た

ら
す
功
績
と
な
っ
た
。
天
然
の
種
場
が
な
い
と

こ
ろ
で
も
海
苔
養
殖
が
行
な
え
、
海
苔
の
普
及

に
結
び
つ
く
量
産
体
制
が
可
能
と
な
っ
た
。

全
国
の
海
苔
生
産
の
五
割
を
占
め
る
九
州
有

明
海
。
そ
の
海
が
一
望
で
き
る
住
吉
神
社
境
内

に
女
史
の
功
績
を
称
え
る
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
る
。
海
苔
生
産
関
係
者
間
で
は
四
月
十
四

日
を
『
ド
ゥ
ル
ー
祭
』
と
定
め
、
平
成
十
三
年

に
女
史
生
誕
百
周
年
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

海
外
で
も
食
べ
ら
れ
て
い
る
海
苔
　

中
国
は
一
九
九
二
年
。
そ
し
て
韓
国
で
は
一
九

九
三
年
頃
か
ら
本
格
生
産
が
始
ま
り
輸
出
を
始

め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
八
〇
年
以
降

に
カ
ナ
ダ
国
境
の
メ
ー
ン
州
沿
岸
で
養
殖
を
開

始
。
南
半
球
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
一
九
九

〇
年
か
ら
本
格
的
な
養
殖
と
生
産
が
始
ま
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
を
始
め
て
い
る
。
一

方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ド
ゥ
ル
ー
女
史
の
故
国

イ
ギ
リ
ス
南
部
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
ハ
ン
バ
ー
グ

や
グ
ラ
タ
ン
に
魚
肉
と
一
緒
に
混
ぜ
た
り
、
ペ

ー
ス
ト
状
に
し
た
海
苔
を
パ
ン
に
の
せ
て
食
べ

る
ラ
バ
ー
ブ
レ
ッ
ド
は
有
名
で
あ
る
。

日
本
食
と
い
え
ば
白
い
ご
飯
に
乾
海
苔
と
し
ょ
う
ゆ
、
そ
れ
に
梅
干
や
味
噌
汁
を
連
想
す
る

の
が
一
般
的
だ
。
今
回
は
、
日
本
食
に
は
欠
か
せ
な
い
「
乾
海
苔
」
が
た
ど
っ
た
歴
史
と
、

今
で
は
誰
も
が
口
に
で
き
る
ま
で
に
普
及
を
み
た
海
苔
養
殖
技
術
の
発
展
に
、
イ
ギ
リ
ス
人

海
藻
学
者
の
発
見
と
研
究
が
革
命
的
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
秘
話
を
ご
紹
介
す
る
。
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